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区では、日曜10：00〜10：20と水曜18：00〜18：10に、FM放送でタイムリーな区政情報やまちの話題を提供しています［番組名］ラジオこうとう
［チャンネル］79.2MHz(レインボータウンFM)※インターネット(サイマル・リスラジ)でもお聴きになれます

平
成

年
度
は
有
形
文
化
財
︵
建
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造
物
︶
�
件
お
よ
び
有
形
文
化
財

︵
歴
史
資
料
︶
�
件
を
指
定
し
ま
し

た
︒指

定
さ
れ
た
の
は
︑
﹁
和
倉
橋
親

柱

�
基
﹂
と
﹁
富
賀
岡
八
幡
宮
大

幟

三
井
親
和
書
﹂
で
す
︒

和
倉
橋
親
柱
は
︑
昭
和
�
︵
�
�

�
�
︶
年
に
竣
工
し
た
和
倉
橋
の
親

柱
で
す
︒
親
柱
と
は
橋
の
欄
干
の
端

に
あ
る
柱
で
す
︒
和
倉
橋
は
︑
関
東

大
震
災
か
ら
の
復
興
事
業
の
一
環
と

し
て
旧
油
堀
川
に
架
け
ら
れ
た
橋
梁

で
す
︒
し
か
し
︑
川
の
埋
め
立
て
に

よ
り
現
在
は
親
柱
の
み
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
︒
親
柱
は
花
崗
岩
製
で
︑
正

面
に
は
﹁
わ
く
ら
ば
し
﹂
と
記
さ
れ

た
橋
名
板
︵
陽
鋳
・
鉄
製
︶
が
は
め

ら
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
側
面
の
放
物

曲
線
状
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
︑
近
代
的

な
建
築
様
式
で
あ
る
表
現
主
義
の
影

響
が
み
ら
れ
ま
す
︒
位
置
や
形
態
は

変
化
し
ま
し
た
が
︑
昭
和
初
期
の
橋

梁
の
面
影
を
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財

で
す
︒

富
賀
岡
八
幡
宮
大
幟
は
︑
安
永
�

本
書
は
︑
教
育
委
員
会
で
収
集
し

た
戦
前
の
絵
葉
書
を
用
い
て
︑
江
東

区
の
近
代
の
景
観
を
知
っ
て
い
た
だ

く
シ
リ
ー
ズ
で
す
︒

兼
題
は
﹁
芭
蕉
を
偲
ぶ
句
﹂
の
ほ

か
に
︑﹁
今
年
の
テ
ー
マ
句
﹂
か
ら

も
選
べ
ま
す
︒
今
年
の
テ
ー
マ
は
︑

松
尾
芭
蕉
﹁
お
く
の
ほ
そ
道
﹂
に
ち

な
み
﹁
道
﹂
で
す
︒
句
に
﹁
道
﹂
を

詠
み
こ
ん
で
も
︑
﹁
道
﹂
の
イ
メ
ー

ジ
で
作
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
︒

﹇
投
句
﹈
�
句
�
組
︵
兼
題
﹁
芭
蕉
を

偲
ぶ
句
﹂
ま
た
は
今
年
の
テ
ー
マ

﹁
道
﹂
の
句
�
句
と
︑
四
季
雑
詠
�

句
︶
︒
規
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ

�
判
の
用
紙
を
使
用
し
︑
は
っ
き
り

と
楷
書
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
※
未

発
表
作
品
に
限
り
ま
す
︒
何
組
で
も

可
︒

﹇
投
句
料
﹈
�
句
�
組
�
︑
�
�
�
円

︵
大
会
句
集
お
よ
び
送
料
︶
※
定
額

小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
の
み
︵
切

手
不
可
︶
﹇
注
意
事
項
﹈類
句
︑
類
想

句
︑
二
重
投
稿
︵
句
会
報
・
結
社
誌

・
大
会
句
集
・
新
聞
・
雑
誌
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
︑
本
大
会
へ
の
投
句

以
前
に
す
で
に
投
句
さ
れ
た
も
の
︶

に
つ
い
て
は
︑
賞
を
取
り
消
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
︒
応
募
作
品
の
著
作
権

お
よ
び
派
生
す
る
す
べ
て
の
権
利
は

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
※
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

﹇
選
者
﹈有
馬
朗
人
・
池
田
澄
子
・
伊

藤
敬
子
・
稲
畑
廣
太
郎
・
大
木
あ
ま

り
・
小
川
軽
舟
・
�
桃
子
・
西
村
和

子
・
長
谷
川
櫂
・
宮
坂
静
生
︵

音
50

環境学習プログラム 6月

季節の変化を感じよう！

旧暦で6月は｢水無月｣と呼ばれています。梅雨入りするこの時期に水が

無い月というとどうしてと思う方もいるかと思います。しかし、この水無

月という言葉は水が無いのでなく、｢水の月｣という意味なのだそうです。

雨の多い時期ですが、外出して、えこっくる江東の講座に参加してみませ

んか▢時 ▢内 下表のとおり▢場 えこっくる江東(潮見1-29-7)ほか▢申 5／16

(火)9：00からえこっくる江東に電話または窓口で☎3644-7130、℻3644-

7135▢HP http://www.ekokkuru-koto.jp/

弁当、飲み物、
おやつ、おむつ、
着替え、雨具、
レジャーシート
等

持ち物

※同伴保護者1人が引率できるお子さんの人数は講座によって異なります。
※特に記載のない講座は、対象者以外の方(幼児等)の入室(参加)はできません。
※詳しくはお問い合わせいただくかホームページをご覧ください。

みどりのカーテンを栽培し、
育て方や肥料などでお悩みの
方向けに相談会を開催しま
す。開催時間中はいつでも相
談できますので、お気軽にお
越しください▢場 区役所2階
ロビー▢申 当日直接会場へ

6／14(水)〜
6／16(金)
10：00〜16：00

みどりのカ
ーテン講座
｢みどりの
カーテン相
談会｣

自然案内人と一緒に親子で身
近な自然を探検しながら、自
然観察をします▢師 佐々木洋
(プロ・ナチュラリスト)

6／18(日)
9：30〜12：00

佐々木洋の
｢わくわく
生きものた
んけん隊｣
(単発参加)

潮見運動公園で植物を使った
遊び等を体験し、楽しく自然
と触れ合います▢集 えこっく
る江東▢師 西直人(リードク
ライム(株))

6／8(木)
10：30〜12：30

親子一緒に
はじめての
自然遊び〜
2歳児クラ
ス〜

内容日程講座名

年中児〜小学
生15人(申込
順、小学 3年
生以下は要保
護者同伴、幼
児同伴可)

手ふきタオル、
帽子、飲み物、
雨具

無料

ダンゴムシを観察したり、迷
路遊びをしながら生態につい
て学びましょう※低年齢児で
も楽しく学習できます。

6／17(土)
10：00〜12：00

ダンゴムシ
と友達にな
ろう！

年長児〜小学
生と保護者15
組30人(申込
順)

どなたでも
(小学生以下
は要保護者同
伴)

2歳児と保護
者12組(申込
順、保護者2
人まで)

無料

無料

1組
300円

費用 対象

飲み物、筆記用
具、帽子、雨具、
虫よけスプレ
ー、虫さされ薬、
長ズボンで参加

なし

︵
�
	
	
�
︶
年
に
書
家
の
三
井
親

和
が
作
製
し
︑
富
賀
岡
八
幡
宮
氏
子

中
に
よ
っ
て
同
宮
に
奉
納
さ
れ
た
も

の
で
す
が
︑
現
在
は
上
部
分
が
一
部

欠
損
し
て
い
ま
す
︒
親
和
は
江
戸
時

代
後
期
の
書
家
で
︑
深
川
油
堀
︵
現

福
住
付
近
︶
に
居
住
し
た
こ
と
か
ら

﹁
深
川
親
和
﹂
と
も
称
し
ま
し
た
︒

親
和
書
の
大
幟
は
︑
江
戸
時
代
の
神

田
祭
・
山
王
祭
な
ど
で
も
使
用
さ
れ
︑

江
戸
町
人
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
都
内
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
︑

本
大
幟
以
外
に
親
和
の
大
幟
が
現
存

し
て
い
る
事
例
は
な
く
︑
砂
村
新
田

の
鎮
守
富
賀
岡
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
︑

保
管
さ
れ
て
き
た
と
い
う
江
東
区
の

地
域
性
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
︑
区
に
と
っ
て
重
要
な
文

化
財
で
す
︒

平
成

年
度
に
指
定
・
登
録
さ
れ

28

た
文
化
財
は
左
記
の
と
お
り
で
す
︒

な
お
︑
区
指
定
無
形
文
化
財
︵
工

芸
技
術
︶
保
持
者
の
新
川
昇
さ
ん

︵
石
工
︶
が
ご
逝
去
さ
れ
︑
保
持
者

認
定
お
よ
び
指
定
が
解
除
さ
れ
ま
し

た
︒▢問

文
化
観
光
課
文
化
財
係

☎
(

�
�
	
)
�
�
�
�

℻
(

�
�
	
)
�
�
	
�

頁
︑
フ
ル
カ
ラ
ー
﹇
価
格
﹈
�
�
�
円

▢問
文
化
観
光
課
文
化
財
係

☎
(

�
�
	
)
�
�
�
�

℻
(

�
�
	
)
�
�
	
�

第
�
集
と
し
て
︑

深
川
公
園
を
取
り
上

げ
︑
公
園
や
園
内
の

深
川
不
動
堂
・
富
岡

八
幡
宮
お
よ
び
同
宮

の
祭
礼
に
関
す
る
絵

葉
書
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
︒

﹇
規
格
﹈Ａ
�
判
︑
16

順
・
敬
称
略
︶
﹇
賞
﹈時
雨
忌
賞
・
芭

蕉
記
念
館
賞
各
�
人
に
賞
状
お
よ
び

記
念
品
︑
作
品
を
一
年
間
館
内
に
掲

示
︒
各
選
者
に
よ
る
特
選

句
に
賞

状
お
よ
び
記
念
品
︒
各
選
者
に
よ
る

入
選

句
に
賞
状
︒
各
選
者
に
よ
る

10

選
外
佳
作

句
︵
大
会
句
集
掲
載
の

20

み
︶
﹇
発
表
﹈
�
月

日
︵
土
︶
ま
で

30

に
入
賞
者
に
通
知

﹇
授
賞
式
﹈

月
�
日
︵
月
・
祝
︶
午

10

後
�
時
か
ら
芭
蕉
記
念
館
で

▢締
	
月

日
︵
月
︶
必
着

31

﹇
投
句
方
法
﹈郵
便
番
号
︑
住
所
︑
氏

名
︑
俳
号
︵
各
ふ
り
が
な
︶
︑
年
齢
︑

性
別
︑
電
話
番
号
を
記
入
し
︑
投
句

料
と
と
も
に
作
品
を
〒

︱

常
盤

135

0006

�
︱

�
︱


芭
蕉
記
念
館
へ
郵
送
※

個
人
情
報
は
大
会
事
業
以
外
に
利
用

し
ま
せ
ん
︒☎

(

�

�
)
�
�
�
�

℻
(

�

�
)
�
�
�
�

指定文化財 2件

○和
わ

倉
ぐら

橋
ばし

親
おや

柱
ばしら

2基
き

(富岡1 江東区)

［有形文化財(建造物)］［有形文化財(歴史資料)］

○富
とみ

賀
が

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

大
おお

幟
のぼり

三
みつ

井
い

親
しん

和
な

書
しょ

(南砂7 富賀岡八幡宮)

登録文化財 1件

［有形文化財(建造物)］

○石
せき

造
ぞう

燈
とう

籠
ろう

板
いた

倉
くら

重
しげ

形
かた

奉
ほう

納
のう

寛
かん

永
えい

寺
じ

旧
きゅう

蔵
ぞう

(新木場2 東京木材市場株式会社)




